
開　催　日 平成19年７月１０日（火）　14:30～16:30

出　席　者 区民８名・新宿清掃事務所長・四谷特別出張所長・担当

　　新宿清掃事務所長を囲んでごみ収集問題について質疑応答を交え勉強会を開催した。

テーマ（１）　新宿通り個別収集に関する進捗状況と今後の方向性
　　　質問（１）

　　　　　新宿通りのごみの個別収集は今どのような状況ですか？
　　　　　今後の計画も教えてください。

　回答

　  ・新宿通りの歩道補修工事にあわせて少しづつごみ集積所の廃止を行っている。
　　　現在四谷駅側から始めて四谷２丁目２・３・９番地周辺まで廃止している
　  ・四谷４丁目交差点まであと１年くらいかかる見込みである。（歩道補修工事に伴う）
　　・集積所の廃止のお知らせを職員が当番で行い、町会長、利用者に
　　  理解と了承を得ながらすすめている。
　　・他所（外苑東通り等）もコスト面を考慮しながら、要望があれば検討していく。

テーマ（２）　平成２０年４月から始まる[プラスチックの新分別方法]と安全性ついて
　　（平成１９年４月からはモデル地区で開始）
　　　質問（１）

　　　昭和４８年から有毒ガス規制がありごみの分別方法が確定していたにも関わらず、
　　　何故、新分別方法ではプラスチックを燃えるごみとして捨ててよいのですか？

　　　安全性に問題はないのですか？

　回答

　・焼却炉が、高温焼却ができ、排気浄化装置も性能があがった。
　　大気汚染の無害化ができた。（現在は大気中のダイオキシンの方が数値が高いくらい。）
　・都内のごみ焼却工場はすべて、この設備が整ったので分別方法を変えることとした。

　　　　質問（２）

　　　区内のごみ中継所（中間処理場）は安全なのでしょうか？

　回答
　　・中継所ではごみを圧縮して、かさを減らしているだけです。
　　その際に出る排水には中和剤を投入して安全性に問題はありません。

　　　　質問（３）

　　　　　　　　　　　　　具体的な出し方を教えてください。

　回答

　　・現在「不燃ごみ」として処分しているプラスチックのうち
　　　容器包装プラスチック（レジ袋・卵パック・カップ・ボトル・梱包材等）を「資源」
　　　容器包装以外のプラスチック（玩具・ビデオテープ・CD・歯ブラシ・ゴム製品・皮革製品）「可燃ごみ」
　　　としてだしてください。
　　　金属・ガラス・陶器などは「不燃ごみ」です。
　　　この方式ですとほとんど「資源」と「可燃ごみ」の分別です。
　　　家庭での不燃ごみは、圧倒的に少なくなります。

テーマ（３）　カラスよけの「黄色いごみ袋」の成果と燃焼時の安全性について

　質問（１）

　　　　　　　　黄色いごみ袋はカラスよけに非常に効果があると聞いているが

　　　　　　　　燃焼時の安全性を確認したい。

　　　　　　　　黄色いごみ袋に変わる有効な手立てを紹介して欲しい。

　回答

　　　・歌舞伎町で実施して非常に効果があった。但し１０枚２６０円(杉並区）と高額なので普及は期待できない。

　　　　燃焼時の安全性は先ほどの話にあるように、焼却炉の設備性能がよくなったので問題ない。

　　　　黄色のごみ袋以外にはカラスよけネットの利用をお勧めします。

　　　　カラスの反撃は怖いので無理に追い払うと危険です。　平成２０年４月からは、

　　　　推奨ごみ袋もなくなるので、カラフルなごみ袋（透過性のある）も使用できる。

　　　　・ごみ収集に関して勉強会等での成果を便利帳に反映させる
　　　　・「花いっぱい運動」について
　　　　・放置自転車に関する情報は「まち美化」で情報提供をしてもらう

次回日程 ９月４日（火）１４：３０～　四谷特別出張所　会議室　　　
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ごみ収集問題等の勉強会
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